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吉田和夫・大橋昭一編著
『現代基本経営学総論』
永田 誠
1. 教科書，とりわけ入門書を書くのは想像以上に難しい事だと思う。特
に経営学総論の場合はそうであろう。企業経営やそれにかかわる社会的経済
的事象はあまりにも急激に発展し，それを研究対象とする経営学も急速に発
展したからである。これに対応するためには，しばしば教科書の書き換えが
必要となる。ここで取り上げる吉田和夫・大橋昭一編著『現代基本経営学総
論」（中央経済社， 1995年5月初版）が， 1991年出版の「基本経営学総論（改
訂版）」（中央経済社）の新規全訂版として出版されたのもこのためのであ
る。
このように，経営学が急速に発展して，取り扱わなければならない分野が
拡散し，同時にそれぞれの領域の問題が深まってきたために，経営学総論あ
るいは経営学の入門書は，しばしば，それら専門領域の人達があつまって共
著という形で書かれざるを得ないのである。その場合，多少のゆらぎは好ま
しいものであるとしても，単なる個別的専門分野への入門的知識の寄せ集め
であってはならず，そこには経営学にたいする統一したあるいは一貫した思
想や態度といったものがなければならない。
そのような統一的観点から，教科書に盛り込まれる問題あるいは分野とそ
の配置が決まってくる。 シェーンプルーク風にいえば， 問題の「選抜と配
列」が，教科書を見る場合に重要ではないかと思われる。もし，教科書にな
んらかのオリジナリティがあるとすれば，この「選抜と配列」の基礎になっ
ている統一的思想や態度にあるということになろう。
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さらに，この統一的視点が貫かれることによって，経営学総論あるいは経営
学の教科書は，拡散する知識を統一化し，経営学の全体像を描き，さらに，
基礎概念や理論の共有化を促進させることに寄与できるのである。
2. 「現代基本経営学総論」の編著者である吉田和夫，大橋昭一の両教授
は，わが国におけるドイツ経営学研究の権威である。吉田和夫教授が本著の
第1章を， 大橋昭ー教授が第17章と終章である18章を執筆し， 「現代基本経
営学総論」の前後を固めている。第 2章から第16章までの各著者もドイツ経
営学研究において優れた業績を上げている方々である。 したがって， この
『現代基本経営学総論」は，いわぱドイツ経営学研究者の経営学総論である
ということができるであろう。
もっともドイツ経営学に限定したものとしては，同じく，吉田，大橋両教
授の編著で『ドイツ経営学総論』（中央経済社）が1982年に出版されている。
これに対して， 『現代基本経営学総論」はドイツ経営学に限定せず，より広
い範囲の問題を取り上げている。それでも， ドイツ経営学的思考が基調とな
っていることは否定できないであろう。
ドイツ経営学そのものがもっている基本的特徴を吉田和夫教授は，最新の
著書『ドイツの経営学」（同文舘， 1995年）において次のように論じている。
経営学を経験理論，応用理論，基礎理論の3つの次元に分け，それらの間を
厳密に区画することは難しいとしつつも， 「個々の経営の問題にたいする実
践的な科学的解決を意図する経営の応用理論は，アメリカの経営管理論でも
って代表されることができるし，さらにまた，経営それ自体の性格やその在
り方など，経営の構造と機能を根本的かつ全体的に問わんとする経営の基礎
理論は， ドイツの経営経済学でもって代表されることができるであろう」
と。
他方，『現代基本経営学総論』の「はしがき」で編著者は，「経営理論はま
すます発展し，複雑化する。個々の問題についての細部的研究が深まる。し
かしそれによって，経営理論の統一性が見失われてはならない。それは何よ
りもまず，基礎となる経営体が多かれ少なかれ全体性，統一性をもって運営
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されているからであるが，経営学はこうした経営体の本質的特徴に根ざした
確固たる統一理論のうえに，多様なる理論展開をはかるべきものであると考
える」と述べている。
この2つの引用文を重ね合わせて読むとき，編著者の『現代基本経営学総
論』にたいする基本的姿勢がきわめて明快に読みとれるであろう。このよう
な姿勢から「経営学の初学者のために現代経営学の主たる分野について概説
的な入門的知識を提示すること」を目的に「現代基本経営学総論』が執筆さ
れているのである。
3. 『現代基本経営学総論」は，第 1章の「経営学史」で経営学の全体的
な発展過程を論じ，第 2章から第13章までは個別分野の解明を行い，第14章
から第18章までは経営の在り方を論じるという構成になっている。いわば実
質的な 3部構成となっている。
第1章経営学史は，経営学の歴史を大きく 3つの時代に区分し， ドイツ経
営学とアメリカ経営学の流れを相互に関連づけながら，経営学全体の発展を
描いている。私の関心のある領域でもあるせいか，大変楽しく読ませていた
だいた。明快かつ平易な文章で，著者の円熟した境地を感じさせるものであ
り，いわば，モーツアルトを聴きながらといった気分であった。
第2章から第13章までの個別問題を取り上げた部分は， 「国際化と情報化
を底流における問題意識としている。」第2章の経営形態から始まって， 第
3章経営生産，第4章経営労務，第 5章経営販売，第 6章経営財務に到る各
章は，基本的に経営職能別の構成となっている。この点ドイツ経営経済学に
おける伝統的な章だてといってよいであろう。
一方，後半の第 7章経営管理，第8章経営組織，第 9章経営システム，第
10章経営情報，第11章経営意思決定，第12章経営戦略，第13章経営成果計算
は経営のすぺての職能を貫いている問題を取り上げている。経営生産，経営
販売，経営労務などのいずれの職能にも，管理，組織，システム，情報とい
ったものが貫いているのであって，いわば，前半を縦糸とすれば後半は横糸
となっている。
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第2章から第13章までの章だてを見るとき，かつてコジオールが伝統的経
営経済学と広い意味でのシステム論（組織論や情報理論を含むシステム論）
との関係について論じた論文を思い出す。前述の縦糸部分が伝統的な経営経
済学を，横糸部分がシステム論に相当する。横糸部分によって個別的な経営
職能間の関連性が明らかにされているのである。
各章の個別的な内容紹介はやめておこう。それぞれの領域を長年研究して
こられた方々が執筆しており，あえて云々する必要はないからである。いず
れも 1章14頁前後でまとめられており，簡潔にして要を得たものとなってい
る。
4. 経営学総論の入門書のこのような構成には，編著者の年期を感じさせ
る。たまたま手元にあるドイツ経営経済学の教科書， Bea/Dichtl/Schweizer 
編著の『一般経営経済学」 (Allge加 1ineBetriebswirtschaftslehre, Bd. 1~3, 3. 
Aufl. 1985) の構成と比較してみると， 両者の間にそれほど大きな違いがな
いのである。 ドイツ経営学を基調にするとき， 『現代基本経営学総論」がそ
の標準的な構成を与えているからであろう。
「一般経営経済学』は全3巻である。第 1巻が「原理」，第2巻が「管理」，
第3巻が「給付過程」となっている。第 2巻が， 計画， 統制， 組織， 情報
（計算制度を含む）等を取り上げており，これは先ほどの横糸部分に相当す
る。第 3巻の「給付過程」は，購買，生産，マーケティング，投資，財務，
人事などの諸章であり，経営の職能別の構成となっていて，これが先ほどの
縦糸に相当する。第 1巻「原理」は， 学説史， 経済・企業秩序， 意思決定
論，経営形態論などが取り上げられている。『現代基本経営学総論」の第 1
章，第 2章，第11章，第14章～第17章に相当する。
全体の構成を見るに， 『現代基本経営学総論』の方がすっきりしているよ
うに思われる。もっとも， 「現代基本経営学総論』は， 企業や経営の在り方
の問題にかなりウエイトをかけているのが分かる。これは，先に引用した編
著者の編集方針の基礎にあるドイツ経営学の立場をより明確に打ち出してき
ているからである。この点に「現代基本経営学総論」の大きな特徴があると
吉田和夫・大橋昭一編著「現代基本経営学総論」 （永田） （729)93 
いって良いと思う。
経営の在り方を論じている章は，第14章経営体制，第15章労使関係，第16
章経営参加，第17章経営民主化，第18章日本的経営である。これらの章がい
わば第 3部を構成している。第15章，第16章，第18章は，それぞれの章題に
関して， ドイッ，アメリカ， 日本，あるいはスエーデンなどの国々の特徴が
説明，比較されている。第14章と第17章は，経営体制と経営民主化にかんす
る概念的，理念的，あるいは思想的な側面の解説がなされている。それらの
解説と各国の具体的特徴とが組み合わされて，この第 3部に相当する部分が
構成されている。
5. 「現代基本経営学総論』は， 「オーッドックスな経営学の入門書（は
しがき）」を意図して書かれたものであるが， その目的は達成されていると
いってよいであろう。ドイツ経営学の発想を基調として，偏ることなく，全
体的バランスがとれたものとなっている。伝統的な問題を拾てることなく，
現代の問題を論じ，初学者に企業あるいは経営の全体像を， したがって，ま
た，経営学の全体像を見せるのに成功していると思う。
ただ，欲を言えば，環境問題について独立した章があればと思った。編著
者がいうように， 「経営学はいまや環境問題と人間問題をふまえ， 新たな方
向を模索せんとしている (21頁）」からである。経済企画庁の最近の発表に
よれば，わが国における環境破壊による損失は 8兆円を越え，国内総生産の
29るにも達している。そして，その発生源の約3/4が企業活動に起因するも
のである。
『現代基本経営学総論」は，経営の在り方を論じた各章を中心に，多くの
章で人間問題を論じている。しかし，環境問題については，システムにたい
する環境という抽象的なレベルで取り上げられているにとどまっている。も
っとも，多くの問題を取り上げるに越したことはないが，頁数の制約を避け
がたいという点も考慮しなければならない。
索引は，簡潔な経営学辞典の役割を果たしている。『現代基本経営学総論』
の読者には，索引を利用したときは，索引項目を含む章全体を読むことを薦
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それにしても，私が長年担当してきた経営学総論の講義は理想的条件から
はるかに遠いと言わざるを得ない。いつの日にか満足のいく講義が実現でき
るのだろうか。『現代基本経営学総論」がまたまた私に一撃を見舞ったので
ある。
